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（別紙様式４－２）                                                 （特別支援学校用） 

（ 県立天草支援 ）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
自分らしく 元気に 持てる力を精一杯発揮し 人と関わりながら 主体的に学び生活する児童生徒の育成 

 

２ 本年度の重点目標 
＜かがやく児童生徒＞ 

○元気で笑顔あふれる児童生徒 
 ・（教務・研究）活力あふれる児童生徒の育成に向けた日々の授業の充実 
 ・（保体）心身の健康増進と体力の向上、食育の推進と保健指導（性教育）の充実 
 ・（進路指導）児童生徒の自立と社会参加に向けたキャリア教育、進路支援の充実 
○仲間と仲良くする児童生徒 
 ・（生活指導）「認め合い、ほめ合い、励まし合い、助け合う」心の育成 
        「天草支援学校いじめ０宣言」を守る児童生徒の育成 
 ・（人権教育）よりよい人間関係作りを目指した人権教育の推進 
 ・（保体）「いのちを大切にする心」を育む指導の充実 
○主体的に活動に取組む児童生徒 
 ・（教務）学校・学部教育目標、年間指導計画等の根拠に基づく教育実践 
 ・（教務・研究）児童生徒の実態を踏まえた諸計画の的確な立案と授業における具現化 
 ・（生活指導）児童生徒会活動の充実、児童生徒の主体性を最大限に尊重した教育活動 

＜かがやく学校＞ 
○地域に信頼され、地域とともにある学校 
 ・（保体・防災・事務）安心・安全な学校づくりの推進と防災体制の強化 
 ・（教育支援）特別支援教育のセンター的機能発揮のための諸事業の推進 
 ・（総務）学校運営協議会及びＣＳの継続と深化 
○学習環境の充実と環境教育の充実 
 ・（教務・研究）小・中・高の連携と各学部の持ち味を生かした教育の展開 
 ・（保体）組織的な環境教育の実施と評価 
 ・（情報）ＩＣＴの活用による学力の向上及び校務の効率化 
 ・（保体・事務）花と緑の環境づくり推進 
○教職員間の協働 
 ・（総務）業務のスリム化と分掌部及び学部間の円滑な情報共有が可能となる組織的運営 
      教職員間のつながりの充実と創立５０周年記念事業の円滑な運営 
 ・（研究）専門性の維持・向上に向けた研究、研修体制づくり 

＜かがやく地域＞ 
○交流及び共同学習の推進 
 ・（総務）近隣小中高等学校等との交流の充実 
○各関係機関及び高等部移設に伴う関係部署との連携強化 
 ・（教育支援）校内支援体制の充実と天草地域特別支援連携協議会及び関係機関との連携 
 ・（総務）天草拓心高校との連携及び地域理解の推進 
○コミュニティ・スクールによる地域連携の継続 
 ・（ＣＳ・総務）本校の教育活動についての情報発信及び地域人材活用の推進 
 ・（研究・教育支援）地域資源を生かした授業づくりの推進及び地域貢献 
 ・（防災）地域や近隣高校と連携した防災体制の継続 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 
 

安全・安心
な学校づ
くり 

・衛生管理・安全
管理を徹底す
ることができ
たか。 

・衛生面や安
全面でのリ
スクを最小
限にするた
めに、各マ
ニュアルを
見直し改善
する。 

 
 
 
 
 
 
 

・アンケート
等で集約し
た意見を基
に分掌部で
検討し、シ
ミュレーシ
ョンを重ね
ることで機
能的なマニ
ュアル作り
に つ な げ
る。 

 
 
 

Ａ 

・感染症等の状況に
応じてその都度、
予防の対応につい
て全体に周知。ヒ
ヤリハットの入力
フォームの改善や
報告の提示方法を
変更したことで円
滑な入力と報告確
認が定着。分掌部
としてもヒヤリハ
ットの報告がタイ
ムリーになったこ
とや報告方法がシ
ンプルになったこ
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・計画的に校

内外の環境
整 備 を 行
い、児童生
徒が快適か
つ安全に活
動できる環
境づくりを
図る。 

 
・校舎間の教

職員全体で
連携すると
ともに、児
童生徒も学
習の一環で
環境整備に
携われる機
会を設定す
る。 

とで業務が改善。 
・ICT支援員と連携

しながら、iPadで
手軽に入力できる
ように安全点検の
書式を改善。事務
部と連携し、修繕
箇所等に対して、
迅速に対応。生徒
の学習の一環とし
て、プール清掃や
エアコンフィルタ
ー洗浄等の機会を
設定。今後も環境
整備を通して、児
童生徒にとって学
びの機会になるよ
う設定。 

・危機管理に係
る体制整備及
び情報発信が
できたか。 

・実施した訓
練の検証結
果や学校を
取り巻く状
況の変化等
を踏まえた
危機管理マ
ニュアルの
見直しや更
新を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・保護者や教
職員の防災
に関する連
携強化及び
意識向上を
図る。 

・各訓練後の
教職員アン
ケートを集
約するとと
もに、マニ
ュアルとし
て必要視さ
れる事項を
吸い上げ、
危機管理マ
ニュアルへ
反 映 さ せ
る。 

 
・災害種ごと
に、発生時
にとるべき
初期行動や
連絡体制等
のポイント
をまとめた
図表を作成
し、危機管
理マニュア
ルに追記す
る。 

・定期的に保
護者・教職
員向けに防
災通信を発
行し、危機
管理や防災
に関する情
報を積極的
に発信・共
有する。 

Ａ 

・避難訓練実施後の
職員アンケートか
ら成果や課題につ
いての意見を収集
し、危機管理マニ
ュアルに反映。次
年度も定期的に避
難訓練を実施しな
がら、本校の環境
や状況を踏まえて
危機管理マニュア
ルを見直し、安全
安心な体制を整
備。 

・災害種ごとに発生
時のポイントをま
とめた図表につい
て、防災教育担当
者と検討し、危機
管理マニュアルに
反映。 

 
 
 
 
 
・各学期に防災通信

を作成（計４回）
し、保護者、職員
に発行。今後も防
災に関する情報を
発信し啓発。 

業務改善・
働き方改
革 
 

・効率的な業務
遂行によって、
時間外勤務を
抑制すること
ができたか。 

・正規の勤務
時間以外の
従事時間の
平均値を前
年比から減
少につなげ
る。 

・業務整理等
を通して業
務負担の軽
減策を講じ
る。 

・効率的な業
務遂行に係
るモデリン
グを示しな
がら、教職
員の意識改

Ａ 

・授業時数の適正化
を踏まえ、学部間
調整及び教育課程
の整理を図りなが
ら、Ｒ６年度から
週２日の短縮授業
日設定を実現。 

・早帰り日と遅帰り
日を職員のニーズ
に合わせて設定。
その都度、効率的
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革を図る。 な業務遂行方法等
を助言。退勤時刻
を意識した働き方
が浸透。 

不祥事防

止 

・風通しの良い
職場づくりに
努め、不祥事を
防止すること
ができたか。 

・教職員の困
り感等を含
めた状況を
把握・共有
し合い、よ
りよい改善
策を積極的
に講じて、
職場改革に
つなげる。 

・よりよい学
校・職場づ
くりアンケ
ート等を実
施して、教
職員の困り
感及び改善
策を集約・
整理し、衛
生委員会や
運営委員会
等を活用し
ながら、実
動に移す。 

Ａ 

・年度当初に業務対
応等に係る職員ア
ンケートを実施。
職員の困り感や要
望、アイディア等
を集約、共有。総
務会、衛生委員会、
運営委員会で、具
体的対応策等を整
理し実動。職員夕
会等や Classroom
等で、日常的に不
祥事防止策等を共
有しながら、綱紀
の保持及び服務規
律の徹底に関する
意識を再確認。ゆ
とりの確保と報連
相の徹底等を図り
ながら、組織力を
向上。 

学校の取
組等に係
る情報発
信 

・学校行事等を
中心とした取
組の様子をＨ
Ｐ等で積極的
に情報発信す
ることができ
たか。 

・定期的な情
報発信を行
い、多くの
人に本校の
取組を伝え
る。 

・ＨＰ更新の
年間計画を
作成し、学
校ＨＰと併
せて熊本県
教育委員会
の「フォト
ニュース」
等を活用す
る。 

Ａ 

・HP更新の年間計画
を作成し、各学部
月１回以上の更新
を実現。熊本県教
育委員会の「フォ
トニュース」に記
事を計４回投稿
し、情報発信。 

授業の 
充実 
 

質の高い
授業づく
りにつな
がるカリ
キュラム・
マネジメ
ントの推
進 
 
 

・教務支援シス
テムに係る諸
様式を効果的
に活用できた
か。 

・諸表簿等の
関 係 様 式
（出席簿、
個別の教育
支援計画、
個別の指導
計画、通知
表、指導要
録等）の記
入内容、運
用方法を定
める。 

・各種様式の
活用に係る
各学部の意
見を教務部
で集約し、
学校全体と
して、統一
したポイン
トを踏まえ
た見本を作
成する。 

・保護者等か
らの諸様式
の内容や取
扱いに係る
意見を集約
し、情報共
有ツールと
しての機能
性を向上さ
せる。 

Ａ 

・各種様式につい
て、「保護者に伝
わりやすい。見や
すい。」を前提に、
よりよい情報共有
ツール機能として
も活用できるよ
う、保護者からの
意見を集約し、文
章の書き方や体裁
を各学部で検討。
学校全体として統
一した部分や各学
部独自の様式及び
見本（本年度及び
次年度）を作成。 

・各学部のニー
ズに応じた研
究を通して、教
育課程の改善
及び授業実践
力の向上を図
ることができ
たか。 

・教職員の専
門性向上を
図り、よりよ
い実践の展
開及び教育
課程の改善
につなげる。 

・各学部の実
態に応じた
課題を設定
し、共有・意
識しながら
実践及び話
し合いを重
ねる。各学
部の実践を

Ｂ 

・各学部の実態、課
題に応じたテーマ
に沿った授業研究
を毎月実施。各学
部のテーマに基づ
き、目標達成につ
ながる授業の在り
方や授業後の取組 

について協議。 
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適宜まとめ
て全体周知
する。 

・それぞれの学部の
取組については、
全体で共通理解を
図る方法の検討が
必要。 

・ＩＣＴの効果
的な活用を踏
まえた効率的
な授業づくり
が展開できた
か。 

・ＩＣＴの効
果を教職員
一人一人が
把握し、児
童生徒の実
態に応じた
教材を選択
して授業づ
く り を 行
う。 

・ＩＣＴ教材
の使用の有
無を含めて
授業後に評
価を行い、
ＩＣＴ教材
の有効性に
ついて、教
職員間で共
有しながら
意識を高め
合う。 

Ｂ 

・各教科の年間指導
計画に評価記入欄
を追加。評価日を
設定し、確実な評
価入力を実施。 

・夏季休業中の研修
やICT通信を通し
て、実践や活用方
法を紹介。 

キ ャ リ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の充
実 
 

・キャリア教育
の視点を踏ま
え、将来のため
に今の生活や
学びを充実さ
せることがで
きたか。 

・系統性を意
識したキャ
リア教育の
充 実 を 図
る。 

 
 
 
 
 
・児童生徒が

将来の働く
生活をイメ
ージできる
よう、各関
係機関と連
携を図りな
がら、高等
部現場実習
や中学部職
場体験を設
定する。 

 
 
 

・各学部の実
態に応じた
キャリア教
育の取組状
況を共有で
きるよう、
学部を越え
て取組を紹
介する機会
を設ける。 

・児童生徒や
保護者の実
情やニーズ
に 合 わ せ
て、労働及
び福祉の関
係機関と連
携しながら
実習先の調
整、児童生
徒・保護者
への情報提
供を行う。 

・児童生徒や
保護者が卒
業後の生活
をイメージ
で き る よ
う、高等部
現場実習や
中学部職場
体験を設定
するととも
に、各関係
機関と連携
協 力 を 図
る。 

・福祉サービ
スの利用に
向けて、市
町の福祉課
と情報交換
を行い、就
労アセスメ
ントを計画
的に行える
よ う に す
る。 

Ａ 

・分掌部会での活動
紹介及び、進路だ
よりの供覧にて、
職員同士で学部を
超えて進路に関す
る情報を共有。 

 
 
 
 
・現場実習の事前挨

拶や反省会等で保
護者や労働福祉の
関係機関と情報を
共有。必要に応じ
て事業所の情報を
提供し、卒業後の
生活の実現に向け
た協議を実施。 

 
 
 
 
・高等部は現場実

習、中学部は職場
体験を実施。高等
部では、実習後の
反省会にて、生徒
とその保護者が、
具体的な卒業後の
生活について考
え、事業所等と一
緒に振り返りを実
施し、それらの情
報を次の実習先の
選定等に活用。 

 
・就労アセスメント

は、予定通りに実
施。実施人数が多
い中、市町の福祉
課や相談支援事業
所、就労移行支援
事業所と連絡し合
いながら対応。 
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進路に関

する情報

発信 

・進路に係る情
報提供ができ
たか。 

・児童生徒、保
護者、担任
に対し、進
路情報を定
期的に提供
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教職員やＰ

ＴＡを対象
とした進路
研修を実施
する。 

・保護者のニ
ーズに沿っ
た進路情報
を「進路だ
より」で発
行する。 

・進路面談で
高 等 部 生
徒、保護者、
担任が卒業
後の進路選
択ができる
よう、進路
情報を事前
に 共 有 す
る。 

 
・教職員やＰ

ＴＡ役員の
意見を踏ま
えてＰＴＡ
進 路 研 修
（視察研修
を含む）、教
職員進路研
修を実施す
る。 

Ｂ 

・進路だよりの定期
発行を予定してい
たが、時期がずれ
て不定期になった
ため、次年度は具
体的な発行月を設
定して定期発行予
定。 

・現場実習後の進路
面談で生徒にとっ
て望ましい卒業後
の生活について共
有。望ましい実習
先や、卒業後の進
路について必要に
応じて情報を共
有。 

・当初予定していた
ＰＴＡ進路（視察）
研修は１回少なく
実施したが、事業
所を訪問しての研
修は２回実施。そ
の他、コロナ禍以
前の状況に戻って
きたことで、事業
所で開催されるイ
ベントが増えてき
たため、事業所の
ことを知ってもら
う機会として安心
メールにて保護者
へ情報を提供。 

・ＰＴＡを対象とし
て、天草市役所の
福祉課による「福
祉サービスの利
用」の研修会を実
施。 

生徒 
(生活) 
指導 
 

交通安全
指導の充
実 
 

・登下校指導を
含め、交通安全
に係る指導を
徹底できたか。 

・外部情報の
活用や関係
機関と連携
し、交通安
全に係る意
識の向上を
図る。 

・登下校指導
を計画的に
実施する。 

・警察と連携
し、交通安
全の取組や
危険個所等
の最新情報
を児童生徒
及び保護者
に 提 供 す
る。 

・学部の実態
に応じて交
通安全教室
や自力通学
等講習会を
行う。 

・居住地の危
険個所を確
認し、児童
生徒及び保
護者と共有
する。 

・自転車使用
時のヘルメ

Ａ 

・登下校指導を各学
期１回実施。計画
以外にも必要に応
じて登下校指導を
実現。 

・小学部において、
天草警察署から講
師を招聘し、横断
歩道体験などを通
して交通ルールの
理解を深化。 

・中学部、高等部の
自力通学生に対
し、交通安全教室
を実施。 

・長期休業前に居住
地における危険個
所を伝え、安全意
識の向上を実現。
保護者に向けて危
険個所が確認でき
るHPサイトの情報
を提供。 

・自転車使用時のヘ
ルメット着用を奨
励し、自転車通学
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ット着用を
奨励する。 

生のヘルメット着
用者が増加。 

児童生徒

会活動の

充実 

・児童生徒の主
体的な取組を
推進できたか。 

・全校集会や
「天草支援
学校いじめ
０宣言」な
ど、児童生
徒会主体で
実施する。 

 
・児童生徒会

が中心とな
り、校則の
見直しを行
う。 

・児童生徒会
で定期的に
話し合える
場を設け、
主体的に活
動ができる
環境を整え
る。 

・全児童生徒
の意見を集
約できるよ
う、校則に
関するアン
ケート調査
を 実 施 す
る。 

Ａ 

・定期的に話し合え
る場を設け、児童
生徒会の主体的な
活動が増加。高等
部では天草拓心高
校生徒会との交流
も実現。 

 
・児童生徒、保護者、

職員からの意見を
集約。児童生徒の
意見が反映された
内容での校則の見
直しを実現。 

人 権 教
育 の 推
進 

人権教育
及び命を
大切にす
る心を育
む指導の
充実 
 

・児童生徒及び
教職員の人権
意識を高める
ことができた
か。 

・様々な人権
課題につい
て知ったり
考えたりし
ながら、各々
の人権感覚
を高め合う
機会を設け 

るとともに、
人権教育に
関する指導
方法等の理
解を深めな
がら、授業改
善につなげ
る。 

・「第三次とり
まとめ」に
ついて確認 

し 合 う な
ど、各々が 

人権教育の
指導に反映
しやすい校
内研修を３
回 実 施 す 

る。 

・児童生徒の
実態に合わ
せた人権教
育の在り方
について教
職員間で情
報を共有し
合い、人権
教育の質の
向 上 を 図
る。 

・児童生徒が
掲げる人権
目標を掲示
しながら、
互いに人権
意識を高め
合う。 

Ｂ 

・人権教育全体研修
を４回実施。「第
三次とりまとめ」
については、事前
に動画視聴を行
い、生徒の情報を
共有し、人権学習
について深く考え
ることを実現。 

 
 
・児童生徒の実態に

合わせ、人権尊重
の視点を意識した
授業を再考。各学
部の人権教育の取
組について情報共
有を図る研修を設
定。研修日時等に
ついて要検討。 

 
 
・各学部で人権意識

を高めるために、
人権目標を設定
し、掲示。人権を
大切にするために
生徒自身が行動目
標を考え、振り返
りを実施。 

い じ め
の 防 止
等 

未然防止・
早期発見・
早期対応 
 

・いじめの未然
防止・早期発見
・早期対応の
充実を図るこ
とができたか。 

・教職員に対
し、いじめ
事案におけ
る組織的対
応について
周知し、未
然防止・早
期発見・早
期対応の意
識向上及び
実践の徹底
を図る。 

・年２回のア
ンケートに
よる情報収
集に加え、
児童生徒の
ＳＯＳを出
しやすい体
制 を 整 え
る。 

・教職員研修
を実施し、
根拠となる
法令や具体
的な対応の
在り方につ
いて理解を
深める。 

Ａ 

・年２回のアンケー
トより、２０件の
児童生徒同士のト
ラブル等を把握
し、トラブルの解
消及びいじめの未
然防止を実現。 

 
 
・いじめ防止に向け

た職員研修を実
施。組織的な対応
や児童生徒や保護
者からいじめの相
談があった際の初
期対応について確
認。 
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地域 
支援 

幼保小中
高等学校
への支援
の充実 
 

・幼保小中高等
学校への支援
の充実を図る
ことができた
か。 

・巡回相談等
において幼
児児童生徒
の実態及び
園内・校内支
援体制を踏
まえた助言
を行う。 

 

 

 

 

 

・天草地域特
別支援連携
協議会事務
局校として、
天草教育事
務所と連携
し、各種会議
を機能させ
る。 

・困り感のあ
る児童生徒
の学習状況
や言動につ
いての行動
観察及び授
業のＵＤ、
教室環境の
ＵＤ、人的
環境のＵＤ
の視点から
の授業観察
を行う。 

・天草地域の
特別支援教
育に関する
課題やニー
ズ を 把 握
し、関係機
関との連携
を図る。 

Ａ 

・巡回相談実績は延
べ266件。約半数は
通常学級からの相
談。ＵＤの３つの
視点から授業内容
や学級づくりにつ
いて適宜助言。同
様の視点での職員
研修も17校（園）
で実施。 

 
 
 
・天草地域特別支援

連携協議会設置要
項を見直し、体制
整備を行い、各種
会議の目的を明確
化。２市１町の連
携を強化し、市町
村特別支援教育推
進チェックリスト
をもとに総括を行
い、次年度の志向
を整理。 

地 域 連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域とと
もにある
学校づく
り 
 

・各サポート体
制の充実を図
り、めざす学校
像を実現でき
たか。 

・ＣＳビジョ
ン図におい
て、本校の
実態や取組
目標の共有
を図り、Ｃ
Ｓの３つの
サポートチ
ームでの取
組目標の８
割達成を実
現する。 

・全体研修を
行い、本校
のＣＳの取
組について
全教職員で
共通理解を
図る。 

・３つのサポ
ートチーム
の取組計画
及び内容を
学校運営協
議会委員と
共有しＰＤ
ＣＡサイク
ルを機能さ
せる。 

Ａ 

・本年度の本校の実
態について各学部
で協議し、令和５
年度版ビジョン図
を作成。 

 
 
・３つのサポートチ

ームの取組につい
ては、分掌部会で
のPDCAサイクルを
機能させ、目標の
８割を達成。学校
運営協議会でも総
括し、貴重な意見
を集約。 

県立天草
拓心高等
学校との
連携 

・県立天草拓心
高等学校との
連携協力体制
を充実させる
ことができた
か。 

・施設、設備を
円 滑 に 共
有、活用し
ながら、教
育活動の充
実を図る。 

 
 
 
・体験活動や

協力活動、
行事等での
交流、連携
を 推 進 す
る。 

・県立天草拓
心高等学校
の教職員と
の連携を深
め、施設活
用等に関す
る情報共有
を綿密に行
う。 

・共に学ぶこ
との大切さ
を共有でき
るよう、児
童生徒に関
する共通理
解を図りな
がら交流活
動の機会を
積極的に取
り入れてい
く。 

 
 

Ａ 

・教育活動（授業及
び学校行事等）の
円滑実施に向け、
天草拓心高校との
施設活用等に関す
る定期的な情報共
有会を月１回実
施。 

 
・交流活動（天草拓

心祭・天支フェス
タ合同開催、作業
学習交流、収穫体
験、牛舎見学等）、
５０周年記念式典
において郷土芸能
部による天草ハイ
ヤ披露を通して交
流を実施。 

・本校特別支援教育
コーディネーター
が生徒対応等の相
談に対して助言。 
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・合同での避

難訓練等を
行い、各種
災 害 に 対
し、的確な
情報収集及
び共有方法
や役割分担
等の防災機
能の強化を
図る。 

・授業公開日に本校
職員が多数参観。 

・共同防災訓練を２
回実施。実態に沿
う避難ルート、場
所、防災設備を確
認、防火管理体制
を確立。 

周年 
行事 

創立５０
周年記念
事業の推
進 

・創立５０周年
記念に係る各
種事業を効率
的に推進する
ことができた
か。 

・式典を中心
に、教職員
の負担感に
配慮しなが
ら、各事業
を円滑に進
める。 

・各業務担当
と情報共有
を図りなが
ら、進捗状
況を把握・
共有し、実
情に応じて
柔軟な計画
の修正及び
業務バラン
ス等の調整
を図る。 

・特別支援教
育課や地域
の方々を含
めた外部関
係者との連
携 を 密 に
し、円滑な
計画運営に
つなげる。 

Ａ 

・職員の負担感を考
慮しつつ、役割分
担や早めの情報共
有等を徹底し、効
率的に業務を遂
行。 

・地域とのつながり
を深めることを意
識した児童生徒の
体験的な活動を計
画的に展開し、地
域との関係性を深
化。 

・創立５０周年記念
式典では、関係者
等をお迎えし、「感
動した」等の多く
の称賛を受けるな
ど、児童生徒も参
加者も一体となっ
て充実した時間を
共有。 

 

４ 学校関係者評価 

・創立５０周年記念式典に参加し、とても充実した式典であった。日常の交流活動や地域活動

では、ほのぼのとした様子や一生懸命な姿が見られ、参観している側が感動させられる。 

・新型コロナウイルスが５類に移行したことで、地域行事も徐々に再開しているが、特別支援

学校の先生方が地域行事に積極的に参加し盛り上げていただいていることに感謝している。

今後も地域活動への積極的参加をお願いしたい。 

・児童生徒に対して丁寧に対応されている取組が、子供たちの生き生きとした姿や落ち着いた

姿として表れている。幼少期に落ち着いていなかった子が、すべきことを分かって落ち着い

て過ごしている姿に感動させられる。子供たちの学ぶ姿から教職員の専門性の高さを感じ

る。学校の取組を積極的に地域に発信してほしい。 

・本年度に取り組まれた「みつばちラジオ」での放送を通した学校紹介の取組は、実によかっ

た。毎年、恒例な取組として、地域への理解・啓発につなげてほしい。 

・大災害時の対応として、子供たちが安全・安心に過ごせるよう、避難場所等に関する学びや

確認・整理が必要である。被災地支援に行かれた相談支援事業所の方々からの助言や意見を

集約して参考にしていくことも大切にしていくとよいのではないか。 

・個に応じた教育がしっかりと展開されている。専門性向上やICT活用については、十分達成

できていると感じる。特に、ICT活用に関して、教職員の努力のみならず、保護者や地域への

理解・啓発を含めて、社会を巻き込んだ取組として、操作・活用方法等を含めながら、でき

ていることや取り組んでいることを積極的に発信・共有をしていくことで更なる充実につな

がるのではないか。 

・幼少期から相談対応等をしてきた頃の子供の様子と比較すると、特別支援学校に入学してか

ら成長の大きさを感じている。丁寧な教育活動の成果でもある。今後も関係機関との連携を

大切に、教育の充実につなげていってほしい。 
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５ 総合評価 

・学校教育目標の実現に向けて、児童生徒に寄り添いながら、今そして将来の生活に生きる力

の習得をめざした教育活動を展開できた。創立５０周年記念の各種事業を通して、体験活動

等による地域とのつながりも深まった。 

・本年度の重点目標として掲げた天草拓心高等学校との連携について、施設共有及び交流学習

が更に充実した。生徒会のつながりも深まり、天草拓心祭と天支フェスタの合同開催は大盛

況であった。様々な連携の深まりを今後につなげていく。その他、カリキュラム・マネジメ

ントとして、授業時数の適正化を踏まえ、教育課程の見直しを実施した。令和６年度から、

週２日の短縮授業日を設定し、保護者との面談及び関係機関等とのケース会議、授業準備等

に活用していく。 

・自己評価総括表において、１８項目中１４項目（７７．８％）がＡ評価。喫緊の課題でもある

「専門性向上」、「ICTの活用」がＢ評価であり、次年度は、プログラミング教育の視点から、

授業の充実を図り、「専門性向上」、「ICTの活用」につなげたい。その他、人権教育及び進

路に関する情報発信では、負担を軽減させながら効率的かつ効果的な情報共有方法を整理し

ていく。今日、公文書管理や保護者との情報共有等、新たなシステムツールの導入が過渡期を

迎えており、柔軟に対応しながら活用度を高めていきたい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

・円滑な学校経営…各種システム（教務支援システム、ＲＰＡ、すぐーる等）の効率的・効

果的な運用、働き方改革の徹底、校舎間の円滑な情報共有 

・教育活動の更なる充実…専門性向上、ＩＣＴの活用、プログラミング教育の視点を生かし

た授業づくり 

・天草拓心高等学校との更なる連携強化…交流活動の充実、施設・設備の円滑な共有化、防

災対応に係る連携 

・長寿命化改修工事に伴う環境整備…安全確保、教育活動の場の工夫、進捗状況の共有 

・文部科学省指定「学校安全総合推進事業」…計画的な推進、学校運営協議会との連携 

 


